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▲プレゼンテーションの様子

え
、
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
。

▼
提
出
先

　
産
業
観
光
課
み
な
と
推
進
係
（
大

磯
港
港
湾
管
理
事
務
所
内
）
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ（
61
）５
７
１
９

※�

申
込
書
は
、
産
業
観
光
課
窓
口
の

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

申
込
書
の
情
報
は
指
定
管
理
者
に

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課�　

☎
（
61
）
５
７
１
９

▼
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
役
場
、
国
府
支
所
、
子
育
て

支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
直
接
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
役
場
、
国
府
支
所
、

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
締
切
り
　
４
月
30
日
（
木
）

※
当
日
消
印
有
効

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
61
）
４
１
５
０

　
令
和
２
年
度
の
開
業
を
め
ざ
し
、

大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施
設
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
で
販
売
す
る
農
水
産
物

や
加
工
品
の
出
品
を
希
望
す
る
方
は
、

ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
条
件

　（次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
）

①�

町
内
で
生
産
・
収
穫
さ
れ
る
農
水

産
物
を
提
供
で
き
る
方

②�

町
内
で
農
水
産
物
等
の
加
工
を

行
っ
て
い
る
方

③
町
内
に
事
業
所
が
あ
る
事
業
者

▼
応
募
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

　
令
和
元
年
11
月
1
日
か
ら
新
し
く

オ
ー
プ
ン
し
た
石
坂
巻
子
記
念
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集
し

ま
す
。

大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施
設
で
販
売
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
農
水
産
物
・
加
工
品
を
随
時
募
集
中
！

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
愛
称
を
募
集
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セ ー リ ン グ 競 技
とは？

　東京2020大会では、７月26日（日）から８月５日
（水）まで、江の島ヨットハーバーにて、セーリング競
技が開催され、約350人の出場が見込まれています。
　大磯町とセーリング競技との関係は、1964年の東京オ
リンピックまでさかのぼります。その当時に、大磯プリ
ンスホテルがヨット競技の選手村となったことが契機と
なり、今大会においては、セーリング競技の選手村とし
て利用されることが決定しています。
　セーリングのオリンピックにおける歴史は古く、1900
年の第２回パリ大会から実施され、1996年アトランタ大
会までは「ヨット」と呼ばれましたが、2000年シドニー
大会から現在の「セーリング」が競技名となりました。
　ヨットはオランダで発祥し、輸送や連絡などの実用目
的で活用されたのちに、スポーツとして欧米諸国に広ま
りました。
　ルールは、１人または２人乗りの小型ヨットで、海上
に設置されたコースを回り順位を競うものです。
　潮の流れや風の強さ
などを操るダイナミッ
クなパフォーマンスが
魅力の一つです。

問政策課　☎内線229

ヨット（1964年撮影）
提供：藤沢市文書館

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
の
意
志
で

社
会
的
な
様
々
な
課
題
に
主
体
的
に

取
り
組
む
町
民
活
動
を
応
援
す
る
、

町
民
活
動
推
進
補
助
金
事
業
の
募
集

を
行
い
ま
す
。

　
補
助
内
容
や
対
象
の
経
費
な
ど
詳

し
く
は
、
別
に
配
布
す
る
「
募
集
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
請
書
を
提
出
後
、
申
請

団
体
に
よ
る
事
業
内
容
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
補
助
金
等

評
価
委
員
会
の
審
査
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

▼
昨
年
度
の
交
付
決
定
事
業

　「
マ
コ
モ
の
里
大
磯
作
り
」、「
大

磯
竹
あ
か
り
」、「
学
生
英
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」

▼
募
集
期
間
　
４
月
１
日
（
水
）
～

４
月
20
日
（
月
）

▼
申
込
み
方
法

　
所
定
の
申
請
書
等
を
町
民
課
町
民

協
働
係
へ
提
出

▼
募
集
案
内
・
申
請
書
等
配
布
場
所

　
本
庁
舎
町
民
課
窓
口
、
国
府
支
所
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
請
書
類
提
出
前
に
書
類
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
書
類
の
書
き
方
や
、
内
容
確
認
の

た
め
提
出
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（４

月
13
日
（
月
）
ま
で
要
予
約
）

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

町
民
活
動
を
頑
張
る
皆
さ
ん
を
応
援
！

　
　
町
民
活
動
推
進

補
助
金
事
業
を
募
集

令
　
和

２
年
度
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返
却
時
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
に
、

読
ん
だ
本
の
書
名
や
感
想
な
ど
を
書
い
て

窓
口
に
い
る
人
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
カ
ー
ド

に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

枚
数
に
応
じ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
・
パ
ッ
ク
　
中
身
は
借
り
て
か

ら
の
お
楽
し
み
、
ス
タ
ー
ト
・
パ
ッ
ク
を

開
始
日
か
ら
先
着
で
貸
し
出
し
ま
す
。

入
学
お
め
で
と
う
！

ス
テ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
小
学
１
年
生
を
対
象
に
、
約
50
冊
の
本

を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
リ
ス
ト
と
、
読
ん

だ
本
を
記
録
で
き
る
読
書
通
帳
を
１
年
生

全
員
に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
で

は
対
象
の
本
の
展
示
を
行
い
貸
し
出
し
ま

す
。不

定
期
読
書
会

「
お
し
ゃ
べ
り
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

▼�

テ
ー
マ
　『
図
書
館
戦
争
』（
有
川
浩
著
）

▼�

と
き
　
５
月
１
日
（
金
）
10
時
～
11
時

30
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
和
室

▼
定
員
　
５
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
　
４
月
７
日
（
火
）～

新
た
な
本
と
の
出
会
い

～
図
書
館�

利
用
の
ス
ス
メ
～

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
図
書
館
に

あ
る
様
々
な
分
野
の
本
が
、
皆
さ
ん
と
の

出
会
い
を
待
っ
て
い
ま
す
。
図
書
等
の
利

用
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
図
書
館
に
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

本
、
雑
誌
、
Ｃ
Ｄ
を
借
り
る
に
は

　
利
用
券
が
必
要
で
す
。
氏
名
・
住
所
の

確
認
の
た
め
、
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許

証
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
は

　
貸
出
し
中
の
図
書
、
雑
誌
、
Ｃ
Ｄ
を
予

約
で
き
ま
す
。
館
内
端
末
の
ほ
か
、
ご
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
窓
口
で
も

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

住
所
等
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は

　
町
内
転
居
や
転
出
す
る
と
き
は
、
窓
口

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
ご
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
変
更
で
き
ま
す
。

あ
な
た
は
何
冊
読
め
る
？

「
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
２
０
」

対
象
　
小
学
１・
２
年
生
、
３・
４
年
生
、

５・６
年
生
、
中
学
生
（
テ
ィ
ー
ン
ズ
）

開
始
日
　
４
月
23
日
（
木
）

申
込
み
　
本
館
・
国
府
分
館
窓
口
で
申
込

書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

借
り
て
、
読
む
　ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー・コ
ー

ナ
ー
に
あ
る
、
学
年
別
の
図
書
を
借
り
て
、

▼
入
館
料
　
無
料

◎
展
示
解
説

　
担
当
学
芸
員
が
企
画
展
示
を
30
分
程
度

で
解
説
し
ま
す
。

▼
と
き
　
４
月
26
日
（
日
）
14
時

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
企
画
展
示
室

※
期
間
中
、５
、６
月
に
も
実
施
予
定
で
す
。

旧
吉
田
茂
邸
内
解
説

　
４
月
は
11
日
（
土
）・
25
日
（
土
）
に
、

旧
吉
田
茂
邸
の
邸
内
解
説
を
行
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
14
時
に
旧
吉
田
茂
邸
受

付
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
館
は
、
有

料
で
す
。

企
画
展
の
ご
案
内

　
春
季
企
画
展
「
旧
高
麗
寺
ゆ
か
り
の
神

像
・
仏
像
修
理
―
出
来
！
高
来
神
社
神
像

保
存
処
理
―
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
現
在
、
高
来
神
社
と
慶
覚
院
が
あ
る
場

所
に
、
江
戸
時
代
ま
で
高
麗
寺
と
い
う
お

寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

旧
高
麗
寺
は
、
奈
良
時
代
の
頃
に
創
建
さ

れ
た
と
伝
わ
る
神
仏
習
合
の
寺
院
で
す
。

　
神
仏
習
合
と
は
、
日
本
古
来
の
神
々
と

仏
教
を
融
合
さ
せ
た
思
想
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
平
成
12
年
、
旧
高
麗
寺
が
神
仏
習

合
の
思
想
を
持
っ
た
寺
で
あ
っ
た
証
拠
を

示
す
、
貴
重
な
神
像
11
躯
が
高
来
神
社
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
像
は
、
神
様

の
像
で
す
が
、
お
坊
さ
ん
の
か
た
ち
を
し

た
僧
形
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
調
査
に
よ
っ
て
約
８
０
０
年
前
に
製
作

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
神
像
群
は
、
長
年

の
歳
月
を
経
て
損
傷
し
て
い
た
た
め
、
約

20
年
を
か
け
て
修
復
・
保
存
処
理
を
行
い

ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
そ
の
成
果
と
し
て
高
来
神

社
の
神
像
群
を
展
示
し
、
慶
覚
院
に
伝

わ
っ
た
旧
高
麗
寺
ゆ
か
り
の
仏
像
の
修
復

と
併
せ
て
、
神
像
・
仏
像
修
復
の
実
状
を

紹
介
し
ま
す
。

▼�

と
き
　
４
月
25
日
（
土
）～

６
月
21
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
企
画
展
示
室

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　４／２・６・13・20・27
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　４／１・６・13・20・27

「図書館でボードゲーム」
５月10日（日）
　①10時～正午
　②14時～16時
対象①５歳～大人
　　②中学生以上
�10人（先着順） 300円　
②図書館で本を１冊借
りて会場へお持ちくださ
い。
本館２階和室
・

NPO法人大きなおうち　高橋
*ookina-ouchi@outlook.jp

▲高来神社神像　僧形立像▲旧吉田茂邸　楓の間


